
 

 

「

       

       人間の体内には 37 兆個もの細胞が存在し、酸素を運ぶ  

赤血球や細菌と戦う白血球など無数の細胞たちが、人間  

の健康を守るため日夜はたらいている。高校生の漆崎日  

胡は、父の茂と 2 人暮らし。健康的な生活習慣を送る日  

胡の体内の細胞たちはいつも楽しくはたらいているが、  

不規則・不摂生な茂の体内では、ブラックな労働環境に疲  

れ果てた細胞たちが不満を訴えている。そんな中、彼らの  

体内への侵入を狙う病原体が動き始め、細胞たちの  

戦いが幕を開ける。  

期 日：９月 10日（水） 

時 間：午後３時５０分～ 

場 所：PC室 

 

※参加希望者は９月９日（火）まで、各クラスの申込用紙に氏名を記入すること。 

 

 

 

      『クロエとオオエ』 有川ひろ著 

お待たせいたしました、ド直球のお仕事ラブコメです。恋と宝石。 

横浜で三大続いた宝石商(ジュエラー)の嫡男・大江頼任と、彫金を 

家業とする職人の娘・黒江彩。頼任の店のお得意様のブライダルジ 

ュエリーのオーダーを皮切りに、クロエがジュエリーデザインを引 

き受けるようになってから、二人の関係性が変わっていく。宝石を 

のぞくと見える美しい別世界。これを表現できるのは彼女だけ。 

『パズルと天気』 伊坂幸太郎著 

他人のことはパズルだと思うよりも、天気だと思ったほうがいい。 

不思議で温かい、幸せの物語 5編。 

『不等辺五角形』 貫井徳郎著 

避暑地の別荘で、事件は起こった。三十歳を間近に控え、久しぶり

に顔を揃えた五人の男女。五人の関係は、一夜にしてひとりが被害

者に、ひとりが被疑者になる悲劇へ転じた。果たして五人の間には

何があったのか。あの夜、なぜ事件は起きたのか。関係者の証言か

ら展開される、息を呑む心理劇の結末は？ 

『蛍たちの祈り』 町田そのこ著 

小さな町に暮らす中学生の坂邑幸恵と桐生隆之は、生きるために互

いの秘密を守り合うことを決めた。それから十五年後、大人になっ

た幸恵と隆之の予期せぬ再会が、家族や友人、町の人々の人生に大

きな影響を与えていく。明かせぬ秘密を抱え、思い描いた道のりで

はなかった。それでも、この小さな光が照らす世界を大切に生きた

い。一人一人のささやかな祈りを描いた、心震える傑作小説。 

 

図書館通信 
最上校図書委員会 №９ ８月 2６日 

 

 

 

夏休み明け、最新刊紹介！ 
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貴志祐介 『悪の教典 上下』 

先生も、生徒も、親も、みんな怪物！ 頻出するトラブルを解消すべく、とびきり有

能な英語教師が暗躍する。漆黒のスクール・サイコホラー。 

平野啓一郎 『富士山』 

コロナ禍、ストレス、重病リスク。すべてが不確かな時代に生きる私たちのありえた

かもしれない、分岐を描く 5つの物語。 

万城目学 『八月の御所グラウンド』第１７０回直木賞受賞作 

じんわり優しく、少し切ない、青春の、愛しく、ほろ苦い味わいを綴る感動作２編。 

森見登美彦 『シャーロックホームズの凱旋』 

舞台はヴィクトリア朝京都。 

洛中洛外に名を轟かせた名探偵ホームズがまさかの大スランプ！？ 

 

日本の大学最高峰として双璧を成す東京大学と京都大学。しかし、文化や芸術の世

界では、東大のほうが圧倒的に優位に立っているようだ。 

人文・社会科学系のノーベル賞を比較してみると、東大出身者では 1968年、川端

康成氏（文）が文学賞を、74年には佐藤栄作元首相（法）が平和賞を受賞した。94

年にも大江健三郎氏（文）が文学賞を受賞している。一方の京大は、自然科学系以

外での受賞はない。また、芥川賞の受賞者は東大が 19人で京大は 4人にとどまる。

直木賞も東大は 13人だが、京大は 1人である。読み比べてみよう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

伊予原新 『藍を継ぐ海』第１７２回直木賞受賞作 
人間の生をはるかに超える時の流れを見据えた、科学だけが気づかせてくれる大切

な未来。きらめく全５編。 

小川哲 『地図と拳』第 1６８回直木賞受賞作 
人々はなぜ拳を振りかざし、戦争へと向かってしまうのか。圧倒的スケールで描き

切る歴史×空想巨編。 

新川帆立 『目には目を』 

罪を犯した「本当は良い子」の少年たち。奪われた命が、彼らの真実を浮かび上が

らせる。かつての少年六人のうち、誰が被害者で、誰が密告者なのか？ 

辻堂ゆめ 『二人目の私が夜歩く』 
二人の私と、二つの真実がある。昼と夜で、一つの身体を共有する茜と咲子。しか

し昼が終わりを告げたとき、予想だにしなかった夜の真相が明かされる。 

結城真一郎 『どうせ世界は終わるけど』 
人類滅亡の危機がやってくる。ただし百年後に。世界を駆け巡った衝撃ニュースだ

ったが、「終末」を意識させるには、小惑星衝突までの猶予が長かった。人々のささ

やかな勇気が少しずつ重なり合い、世界に希望をともしていく奇跡の連作短編集！ 

 

綾辻行人 『アナザーエピソード S』 

謎めいた屋敷を舞台に、幽霊と鳴の秘密の冒険が始まる。 

 

9 月図書館企画 作家特集 
「東京大学卒業作家 VS 京都大学卒業作家」展 

 

新庄北高最上校図書館９月開放カレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ 

代休 
○2  ○3  

4 5 ６ 

地域貢献日 

７ ８ 

代休 
○9  ○10  

１１ 12 １３ 

１４ １５ 

敬老の日 ○16  ○17  
18 19 ２０ 

２１ ２２ ２３ 

秋分の日 ○24  
25 

後期生徒会 

26 ２７ 

２８ ２９ 

中間試験 ○30  

中間試験 

    

※○数字の日が開放日です。 
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